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「失敗と努力」

人間生きていくがゆえに、様々な失敗を経験することと思います。失敗と人生は、

切り離すことは出来ないかもしれません。しかし、失敗する経験も大事な学びの一

つと捉えることにより、気持ちも楽になるのではないでしょうか。「試験に失敗」、「自

分の責任ある仕事で失敗」、「大切な試合で失敗」した経験もあると思います。しか

し、失敗したからといって挫折することはありません。私が杉戸町教育委員会に勤

めていたとき、自分の担当する仕事で大きな失敗をしたことがありました。しかし、

その時の上司は、失敗を責めず、「失敗は仕事をしている証拠だ」といいました。「仕

事は、失敗しないように慎重に進めることが大切だ。しかし、仕事をしているから、

新しいことに挑戦しているからこそ、失敗してしまうこともある。」これは、当時の

上司の考えで、失敗を奨励している訳ではありません。失敗を恐れず、失敗したら、

その原因を確かめ、そこから何かを学び、次の仕事に生かし、同じ失敗を繰り返さ

ないようにすることの大切さを学ばせていたようです。「最後は、俺が責任を取るか

ら」と何時も言ってくれていました。

「世界のホンダ」を一代でつくりあげた人物、本田 宗一郎 氏は、色紙を頼まれ

ると「 成功とは９９％の失敗に支えられた１％である 」と書いたそうです。

その本田氏の、『私の手が語る』（講談社文庫）という著書の中で、失敗について

の想いを書き残していました。その中で、印象に残るのは、「人間は応々にして、自

分の得意なこと（分野）でつまずく」という言葉です。失敗の最大の原因は、自分

自身への過信だともいっています。「自分の不得意なこと（分野）であまり失敗がな

いのは、それだけ不得意なこと（分野）に手を出すことが少なく、手を出しても慎

重にかまえて行動するからだ。また、人の意見を素直に聞き入れるからだ」ともい

っていました。そのような慎重な行動や謙虚な姿勢で、他人の意見などにも素直に

耳を傾けられる。だから、不得意なこと（分野）で失敗が少ないという理屈を話し

ていました。本田氏は、得意だからといって自分自身を過信するな。その中で慎重

に謙虚に努力しろというのです。さらに、過去の失敗から、時間が経過してプラス

になることがあるともいっています。しかし、それは、「９９％必死で努力した上に

だけ成り立つ１％のものなのだ」ともいっていました。失敗は、次へのステップと

捉え、常に努力を怠らず挑戦したいものです。

「本田宗一郎 夢を力に 私の履歴書」から

「読書を通し夢を膨らます」

日本には素晴らしい自然と四季があります。その四季を通し、秋には、昔からの言い

伝えが数多く残されています。秋の夜長を楽しんでの「読書の秋」。過ごしやすい気候

を活用しての「スポーツの秋」、「芸術の秋」、「行楽の秋」。作物の収穫に感謝して（喜

んで）「食欲の秋」等です。このような秋の例えの中で、人それぞれ思いは違いますが、

私は、まず「読書の秋」をお勧めします。

「食べ物は体の糧、読書は心の糧」と言う名言があります。この例えは、体を丈夫に

育てるのは食べ物、人間らしい心を育てるのは本と言うことなのでしょう。

島崎藤村の文章に次のような表現がありました。「読まれないで並べてある書物は墓

場である。眠っている本を読むと、その本は目を覚まし、読み手を遠い外国や昔の時代、

美しい森や湖に囲まれた世界、小鳥のさえずる田園に誘い出してくれる。読書で時代を

超えた夢の世界で遊ぶことも可能である“驚いたり”“悲しんだり”“怒ったり”と心の

葛藤もある。人の動きに胸打たれることもある」と書いてありました。

学校等の図書を利用し、自分の知らない世界に夢を膨らましてみてはどうですか。

東中学校 新しいリーダー決まる

本校は、概ね９月末日をもって生徒会役員、並びに各委員会の委員長が改選や互選さ

れます。２２年度後期から、平成２３年度前期までの東中学校の新しいリーダーが決定

しました。役員並びに委員長の抱負を聴いていると、今までの伝統を大切にし、さらに

素晴らしくなるような東中学校を築いていきたいと語っていました。生徒の全員の力を

結集し、素晴らしい東中学校を築くために、先生方も応援します。
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第２回学校公開

１１月１日（月）～５日（金）まで、第２回学校公開を実施しま

す。授業や休み時間の生徒の様子を見て頂き、色々な助言を頂けれ

ばと思います。地域の方々も、是非とも今の東中学校を見て頂きま

して、様々な角度から支援を頂ければと思います。

第１校時 ８：４０分開始となります。

※ １１月４日・５日は、三者面談を実施する関係から、授業は

午前中に５時間を実施してしまいます。

※ １１月３日（水）は、文化の日で休業日となります。

※ ２階職員玄関で受付を済ましてから、各教室等へ移動して下

さい。

※ 上履きを御持参下さい。

お礼

１０月２日（土）、本校に於いてバザーを開催させて頂きました。

今年のバザーは例年と趣向を変え、吹奏楽部のミニコンサートも開

催させて頂きました。

吹奏楽部は、様々なイベントに参加し、その実力もおりがみ付き

です。少ない部員数ですが一致団結し、素晴らしい演奏会を実施し

ています。今回も、多くの方々に来校して頂き、バザーはもとより、

コンサートも盛況のうちに終了することが出来ました。バザーへ献

品してくださいました保護者並びに地域の皆様方、御協力本当にあ

りがとうございました。また、当日御来校頂きました、大勢の方々

に心から感謝申し上げます。今後とも、東中学校に御支援と御協力

を賜りますようお願いします。なお、当日の売り上げにつきまして

は、次のとおりです。 純利益 ９１，３９１円

和泉祭終了に思う

１０月２３日（土）、和泉祭が盛大に開催されました。

午前中は、各クラスの合唱から始まり、文化部の発表で

した。午後は、芸術鑑賞会で、今年は和太鼓（幸手和太

鼓保存会）を鑑賞しました。合唱では、各クラスとも日

頃の練習の成果を発揮し、素晴らしい発表をしてくれま

した。特に、クラスの人数が少ないにもかかわらず声量

感のある合唱に驚き感動しました。

また、今年は新しい試みとして、学年合唱や全校合唱

を取り入れました。初めての取り組みで心配をしていま

したが、結果は、大変素晴らしい合唱となりました。来

校された保護者の方々からも絶賛でした。生徒の皆さん、

感動をありがとうございました。

最優秀賞 ３年２組

優秀賞 ３年１組

１１月５日（金）、杉戸小学校で開催

される町内音楽会は、３年１組、３年２組

が本校の代表として出場します。

１１月の行事予定

１日（月）彩の国教育の日

１日～５日学校公開週間

２日（火）全校朝会

３日（水）文化の日

４日（木）国語基礎学力テスト

４日～１０日三者面談期間

５日（金）町内音楽祭

８日（月）第２回学校関係者評価委員会

９日（火）生徒朝会

１１日（木）１・２年生リコーダー鑑賞会

１２日（金）専門委員会

１５日（月）ふれあい講演会

１６日（火）表彰朝会

１７日（水）３年生実力テスト

１９日（金）数学基礎学力テスト

２５日（木）３年生期末テスト

２６日（金）３年生期末テスト

３０日（火）学年朝会

１２月２日（木）１，２年生期末テスト

３日（金）１，２年生期末テスト

部活終了時刻 １６：３０

完全下校 １６：４５


